
 

 
図 2 高田平野における地下水位の季節的変化 

および地盤沈下量の推移 

高田平野における地盤沈下予測式の適用 
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1. はじめに  

高田平野は新潟県の南西部に位置し，日本海に面した

不等辺三角形状の海岸平野である．本研究では，降雪状

況によって変化する消雪用地下水の揚水により地盤沈下

が顕著になった高田平野を対象地域とし，村上ら 1)が提

案している沈下予測式を高田平野に適用した場合の，予

測式の妥当性評価を行った． 
 

2. 沈下量の推定式 

新潟県から発行されている水準測量成果をもとに，予

測沈下量を求めた．用いた観測点は全部で 215 点である．

用いた予測式は式(1)であり，一定の地下水位の変動を受

ける地盤の経年的な沈下量の変化が一次元圧密理論解で

表せるという仮定に基づいている． 
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ここで，Sp0は観測開始年における残存沈下量（ただし

一次固有値のみ），CR は地盤の圧密進行速度に関する係数で

あり，それぞれ以下のように定義している． 
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この予測式を用いて沈下曲線を求め，2005 年における推定

沈下量を求めた． 
高田平野における地下水位および地盤沈下量の経年変化

の一例を図2に示す．このように，冬季に地下水位が低下し，  
 

3．高田平野における予測式の妥当性について 
高田平野における地盤沈下地域で観測された地盤沈下デ

ータを用いて予測値と観測値の比較を行った．具体的には，

2000 年までの過去の観測データを用いて，求められた Sp0お

よびCRから2001年から2005年までの予測沈下量を算出し，

2001 年以降 1 年間，3 年間，5 年間の各観測点において予測

された累積沈下量と観測された累積沈下量との比較を行っ

た．図 3～5 にその結果を示す．これによると，比較する期

間が長くなっても，予測値と観測値の誤差に大きな変化は見

られなかった．しかし，どの期間においても，誤差が突出し

 

図 1 新潟県における高田平野の位置と 

1985 年-2005 年における累積沈下量図 
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て大きな地点が存在した．ここで，相関係数は 2001 年で

0.853，2003 年までで 0.839，2005 年までの結果は 0.825
であり，高い相関係数を示していることから，高田平野

で生じている地盤沈下の予測沈下量を算出することにお

いて，村上らの提案している予測式を用いることは妥当

と考える． 
一方で，予測値と観測値が大きく違った地点が存在し

ている．これらの地点において，大きく異なる予測がな

された理由としては，1980 年代中盤からの観測データを

用いていることが考えられる．1984 年，1985 年は「昭

和 56 年豪雪」とよばれる豪雪の年であり，消雪用地下水

を平年よりも大量揚水した経緯がある．それに伴って地

盤沈下も大きく生じており，この期間を境に，地盤沈下

の傾向が変化したと考えられる．用いた予測式は，地下

水位の変化が一定量であることを前提としたものである

ことから，豪雪年における地下水位の変化に対応できなかったものと考える． 
 
４，結論 
村上 1)によって提案されている地盤沈下予測式を，新潟県の南西部に位置する高田平野において適用した．その

結果の妥当性の評価を行った． 
1) 村上 1)の沈下予測式を，新潟県中部に位置する高田平野において適用した結果，各期間とも高い相関係数を示

し，適用は妥当であると考えられる． 
2) 一方で，予測値と観測値が大きく外れる地点も存在しており，これらの地点は豪雪年を境に地盤沈下の傾向が

大きく変化したためと考えられるが，豪雪年を経験しても地盤沈下の傾向が変化しない地点も存在しており，

今の検討が必要である． 
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図 3 予測結果と観測結果の比較（1 年間） 

 
図 4 予測結果と観測結果の比較（3 年間） 

 
図 5 予測結果と観測結果の比較（5 年間） 
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